
ޙ
も
安
全
な
管
理
に
努
め
ま
す
。

平
成

年

月
に
株
式
会
社
北
海

２２

１１

道
エ
コ
シ
ス
が
本
町
の
安
骨
地
区
に

建
設
し
た
産
業
廃
棄
物
最
終
処
分
場

（
名
称
:
と
よ
こ
ろ
ド
ー
ム
処
分

場
）
の
安
定
的
な
運
営
に
協
力
し
て

い
き
ま
す
。

葬
斎
場
の
整
備

葬
斎
場
は
供
用
開
始
以
来

年
が

３３

経
過
し
、
本
体
や
火
葬
炉
に
つ
い
て

も
痛
み
が
顕
著
に
な
っ
て
き
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。
今
年
度
は
、
火
葬
炉

等
の
修
繕
を
行
い
適
切
な
維
持
管
理

に
努
め
ま
す
。

ま
た
、
平
成

年
度
か
ら
墓
地
内

２３

通
路
の
簡
易
舗
装
を
実
施
し
て
お
り
、

残
り
約
半
分
の
通
路
に
つ
い
て
も
本

年
度
実
施
し
、
安
全
で
利
用
し
や
す

い
環
境
整
備
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

住
宅
環
境
の
整
備

平
成

年
度
に
策
定
し
た
公
営
住

２３

宅
等
長
寿
命
化
計
画
に
基
づ
き
、
適

切
な
維
持
管
理
を
行
い
、
住
宅
に
困

窮
す
る
町
民
の
福
祉
向
上
を
図
っ
て

い
き
ま
す
。

道
路
網
の
整
備

主
要
な
幹
線
道
路
お
よ
び
地
域
の

基
幹
的
道
路
に
つ
い
て
は
、
年
度
別

事
業
計
画
に
基
づ
き
改
良
舗
装
を
進

め
て
き
た
と
こ
ろ
で
す
が
、
北
栄
幹

線
お
よ
び
牛
首
別
１
号
線
を
継
続
事

業
で
行
い
、
新
た
に
幌
岡
第
３
幹
線

の
改
良
を
実
施
し
ま
す
。

ま
た
、
住
民
の
生
活
や
産
業
活
動

を
守
る
た
め
に
舗
装
路
面
の
補
修
、

冬
季
間
の
除
排
雪
な
ど
引
き
続
き
適

切
な
維
持
管
理
に
努
め
ま
す
。

水
道
・
下
水
道
の
整
備

簡
易
水
道
事
業
に
つ
い
て
は
、
茂

岩
簡
易
水
道
基
幹
的
施
設
改
良
事
業

に
よ
り
統
内
ポ
ン
プ
場
、
配
水
池
お

よ
び
湧
洞
配
水
池
な
ど
の
設
備
更
新

を
継
続
し
て
実
施
し
、
良
好
な
水
道

水
を
安
定
供
給
で
き
る
よ
う
努
め
て

い
き
ま
す
。

ま
た
、
公
共
下
水
道
に
つ
い
て
は
、

管
渠
改
修
工
事
を
継
続
し
て
実
施
し
、

快
適
な
生
活
環
境
を
維
持
す
る
た
め

適
切
な
管
理
に
努
め
る
と
と
も
に
、

下
水
道
長
寿
命
化
計
画
の
策
定
に
着

手
し
ま
す
。

下
水
道
区
域
以
外
を
対
象
と
す
る

合
併
処
理
浄
化
槽
設
置
整
備
に
対
す

る
補
助
に
つ
い
て
も
継
続
し
て
実
施

し
ま
す
。

農
業
の
振
興

昨
年
は
、
夏
場
の
高
温
、
９
月
の

長
雨
に
よ
っ
て
一
部
作
物
に
影
響
を

受
け
ま
し
た
が
、
作
柄
は
全
体
を
通

し
て
概
ね
平
年
並
み
と
な
っ
て
い
ま

す
。畑

作
に
お
い
て
は
、
昨
年
度
か
ら

農
業
者
戸
別
所
得
補
償
制
度
へ
と
農

業
政
策
が
大
き
く
転
換
さ
れ
て
い
ま

す
が
、
大
き
な
混
乱
も
な
く
交
付
金

が
支
払
わ
れ
て
い
る
状
況
に
あ
り
ま

す
。こ

の
農
業
者
戸
別
所
得
補
償
制
度

に
つ
い
て
は
、
営
農
継
続
支
払
い
と

そ
の
年
の
数
量
に
応
じ
て
交
付
金
が

支
払
わ
れ
る
制
度
で
あ
り
、
収
量
確

保
に
向
け
基
盤
整
備
、
特
に
、
明
暗

渠
排
水
が
さ
ら
に
重
要
に
な
っ
て
い

る
た
め
、
茂
岩
、
長
節
、
二
宮
お
よ

び
礼
文
内
地
区
に
お
い
て
道
営
事
業

を
継
続
実
施
す
る
と
と
も
に
、
新
規

計
画
地
区
と
し
て
湧
洞
地
区
を
予
定

し
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
エ
ゾ
シ
カ
の
急
激
な
増

加
に
伴
い
、
農
作
物
の
食
害
対
策
も

喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
銃

器
お
よ
び
く
く
り
罠
に
よ
る
エ
ゾ
シ

カ
の
捕
獲
を
強
化
す
る
と
と
も
に
、

自
衛
の
た
め
設
置
す
る
電
牧
柵
の
助

成
に
つ
い
て
も
引
き
続
き
実
施
し
ま

す
。畜

産
に
つ
い
て
は
、
家
畜
飼
養
用

水
緊
急
支
援
対
策
事
業
と
黒
毛
和
牛

の
繁
殖
雌
牛
導
入
助
成
を
継
続
実
施

す
る
と
と
も
に
、
特
に
、
家
畜
伝
染

病
の
口
蹄
疫
対
策
と
し
て
、
豊
頃
町

家
畜
自
衛
防
疫
組
合
が
整
備
す
る
家

畜
防
疫
資
材
費
に
継
続
助
成
を
行
い
、

予
防
対
策
の
強
化
に
努
め
ま
す
。

政
府
は
、
昨
年

月
Ｔ
Ｐ
Ｐ
（
環

１１

太
平
洋
戦
略
的
経
済
連
携
協
定
）
へ

の
交
渉
参
加
に
向
け
て
関
係
国
と
の

事
前
協
議
入
り
を
表
明
し
ま
し
た
。

こ
の
Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
つ
い
て
は
、
参
加

国
間
の
関
税
を
原
則
撤
廃
す
る
こ
と

か
ら
、
第
１
次
産
業
が
主
体
の
本
町

は
壊
滅
的
な
影
響
を
受
け
、
町
自
体

存
続
の
危
機
を
迎
え
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。
関
係
団
体
は
も
と
よ
り
町
一

丸
と
な
り
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
参
加
に
つ
い

て
断
固
反
対
し
て
い
き
ま
す
。

こ
の
ほ
か
、
日
豪
の
Ｅ
Ｐ
Ａ
交
渉

な
ど
農
業
は
大
き
な
試
練
を
迎
え
て

い
ま
す
が
、
農
業
協
同
組
合
、
農
業

委
員
会
、
そ
し
て
関
係
機
関
と
十
分

に
連
携
を
図
り
な
が
ら
農
業
振
興
に

取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

林
業
の
振
興

林
業
を
取
り
巻
く
状
況
は
、
国
産

材
の
活
用
が
進
ん
で
き
て
お
り
町
内

で
も
カ
ラ
マ
ツ
林
の
伐
採
が
多
く

な
っ
て
い
ま
す
。
山
林
は
保
水
機
能

を
有
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
本
町
の

１
次
産
業
で
あ
る
農
業
、
漁
業
に

と
っ
て
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
お
り
、

山
林
の
多
面
的
機
能
を
総
合
的
か
つ

高
度
に
発
揮
さ
せ
る
た
め
、
跡
地
造

林
の
推
進
は
重
要
な
課
題
で
す
。

一
般
民
有
林
の
造
林
推
進
策
と
し

て
、
未
来
に
つ
な
ぐ
森
づ
く
り
推
進

事
業
お
よ
び
豊
頃
町
産
業
振
興
事
業

の
助
成
に
よ
り
造
林
面
積
も
拡
大
傾

向
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
本
年
度
も
継

続
し
て
本
事
業
の
助
成
制
度
を
推
進

し
て
い
き
ま
す
。
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町
有
林
に
お
い
て
も
造
林
や
保
育

事
業
な
ど
計
画
的
に
実
施
し
て
い
き

ま
す
。

ま
た
、
エ
ゾ
シ
カ
な
ど
に
よ
る
農

林
業
被
害
対
策
に
つ
い
て
は
、
本
年

度
も
豊
頃
猟
友
会
の
協
力
に
よ
り
有

害
鳥
獣
駆
除
お
よ
び
エ
ゾ
シ
カ
の
一

斉
駆
除
を
行
い
、
被
害
の
拡
大
防
止

に
努
め
て
い
き
ま
す
。

平
成

年
度
に
合
併
し
た
「
十
勝

２０

広
域
森
林
組
合
」
の
加
工
工
場
再
編

に
つ
い
て
は
、
当
面
、
計
画
規
模
を

縮
小
し
、
池
田
、
豊
頃
の
工
場
再
編

が
検
討
さ
れ
て
お
り
、
本
年
度
池
田

町
に
お
い
て
加
工
工
場
整
備
が
実
施

さ
れ
る
予
定
と
な
っ
て
い
ま
す
。

漁
業
の
振
興

昨
年
３
月

日
発
生
の
東
日
本
大

１１

震
災
に
伴
う
津
波
に
よ
り
甚
大
な
被

害
を
受
け
た
大
津
漁
業
協
同
組
合
の

共
同
利
用
施
設
に
つ
い
て
は
、
概
ね

漁
業
活
動
に
支
障
が
な
い
よ
う
復
旧

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
漁
港
周
辺
に
お

い
て
補
修
が
必
要
な
箇
所
が
あ
る
た

め
、
早
期
に
整
備
を
行
う
と
と
も
に
、

防
災
対
策
と
し
て
耐
震
岸
壁
、
漁
船

上
架
施
設
な
ど
の
大
津
漁
港
整
備
を

国
に
向
け
て
要
望
し
て
い
き
ま
す
。

基
幹
漁
業
で
あ
る
秋
さ
け
定
置
漁

に
つ
い
て
、
道
東
沿
岸
部
は
２
年
続

け
て
の
極
端
な
不
漁
と
な
り
原
因
究

明
が
待
た
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
シ

シ
ャ
モ
、
毛
ガ
ニ
に
つ
い
て
も
漁
獲

安
定
の
た
め
資
源
管
理
型
漁
業
を
継

続
し
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
資
源
安

定
化
を
目
的
と
し
て
、
大
津
漁
業
協

同
組
合
が
実
施
し
て
い
る
サ
ケ
の
増

殖
事
業
、
マ
ツ
カ
ワ
、
ク
ロ
ソ
イ
な

ど
の
栽
培
漁
業
に
助
成
を
行
い
沿
岸

資
源
の
拡
大
に
努
め
る
と
と
も
に
、

北
海
道
が
事
業
主
体
と
な
っ
て
進
め

て
い
る
広
域
魚
場
整
備
事
業
に
よ
り
、

毛
ガ
ニ
、
タ
コ
等
の
資
源
増
大
を
目

的
と
し
た
大
型
魚
礁
の
設
置
が
大
津

沖
合
で
行
わ
れ
て
お
り
、
本
町
沿
岸

漁
業
資
源
の
増
大
を
期
待
す
る
も
の

で
す
。

商
業
の
振
興

地
元
で
の
購
買
意
欲
維
持
の
た
め
、

平
成

年
度
を
初
年
度
と
し
８
０
０

１９

セ
ッ
ト
の
販
売
か
ら
始
ま
っ
た
プ
レ

ミ
ア
ム
付
き
特
別
商
品
券
発
行
事
業

も
本
年
度
で
６
年
目
を
迎
え
よ
う
と

し
て
い
ま
す
。

こ
の
間
、
購
入
希
望
者
お
よ
び
希

望
数
量
の
増
加
に
対
応
す
る
と
と
も

に
、
プ
レ
ミ
ア
ム
率
も
拡
大
す
る
中

で
昨
年
度
は
６
５
０
０
セ
ッ
ト
を
完

売
し
、
換
金
率
も

・
９
パ
ー
セ
ン

９９

ト
を
超
え
る
実
績
と
な
り
、
購
買
力

の
流
出
防
止
対
策
と
し
て
定
着
し
て

用語の解説
■地方交付税

町が標準的な行政運営するのに必要
な財源を国が保障するため、一定の基
準で交付
■国・道支出金

国や道の基準に従って行った事業に
対して受ける国や道からの補助金等
■町債

町が大きな建設事業などを行う際に、
長期間にわたって利用することがで
き、多額の費用が必要なときに借り入
れる長期的な借金
■繰入金

基金や積立金を取り崩して財源に充
てるお金
■諸収入

預金利子や国、道の受託事業収入、給
食費等
■公債費

借入金の元金、利子の支払いに要する
経費
■総務費

全般的な管理事務、税務、戸籍、財産
の維持管理等の経費
■民生費

高齢者や障害者に対する社会福祉、保
育所の運営管理などの児童福祉等、安
定した社会生活に必要な経費
■衛生費

ごみ・し尿処理、保健指導等、健康で
衛生的な生活環境を保持するための
経費
■農林水産業費

農業、林業、水産業振興のための経費
■教育費

小・中学校、給食センター、総合体育
館、える夢館の管理運営等、教育・文
化に関係する経費
■消防費

東十勝消防事務組合負担金、災害対策
のための経費

一 般 会計当初予算概要
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【歳出前年度比較】(万円)

前年比款

２８６▲議会費

１,２４７総務費

３１,６９２▲民生費

２８５▲衛生費

５,３９９農林水産業費

３,４９８商工費

７,０３１土木費

９４消防費

６,５６０教育費

０災害復旧費

４,７５５▲公債費

０予備費

１３,１８９▲計


